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い い汗か
こ う

10月10日 ( 祝

)
あ
だ
ち
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

10月10日( 体育の日) 、区では区内4 会場で
「あだちスポーツフェステ ィバル」を開催し
ます。歩け歩け大会やサッカー、つな引き大
会など、親しみ深い31のスポーツに出会えま
す。また、見て楽しいイベントもあり、その
場でできる体力測定や健康相談コーナーを般

けるなど、内容は盛りだくさん。これからスポーツを始
めようとしている方、運動は苦手という方、どなたでも
気軽に家族そろ ってご参加< ださい。思い切り身体を動
かせば、き っとスポーツが好きになります。

千住新橋緑地会場スケジュール

虹の広場
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14: 00～15: 00親子ふれあいジョギング

メ
イ
ン
会
場
は

干
住
新
橋
緑
地

「
虹
(
に
じ
)
の
広
場
」
と

運
動
場
を
含
む
千
住
新
橋
緑
地

♀

住
五
丁
目
地
先
)

が
、
メ

イ
ン
会
場
と
な
り
ま
す
。

今
回
で
9

回
目
と
な
る
「
歩

け
歩
け
大
会

」
。秋
風
に
揺
れ
る

か
れ
ん
な
コ
ス
モ
ス
や
、荒
川

を
両
岸
か
ら
眺
め
た
り
、東
京

武
道
館
を
通
っ
て
「し
ょ
う
ぶ

沼
公
園
」へ
向
か
う
な
ど
、変

化
に
富
ん
だ
コ
ー
ス
で
す
。

A
コ
ー
ス
(
約
1
0
湎
)
・
:
虹
の
広
　

場
～
江
北
橋
～
荒
川
左
岸
～

虹

の

広

場

B
コ
ー
ス
『約
1
6
』一
)
・
・
・
A
コ
ー
　

ス
に
続
い
て
昼
食
後
、虹
の
　

広
場
～
東
京
武
道
館
～
東
綾
　

瀬
公
園
～
し
ょ
う
ぶ
沼
公
園
　

メ

イ

ン

会

場

で

は

、
こ

の

ほ

か

大

縄

と

び

大

会

か

ら

ニ

ュ

ー

ス
ポ
ー
ツ
ま
で
、
楽
し
い
催
し

や
面
白
そ
う
な
イ
ベ
ン
ト
が
目

白
押
し

。
ど
れ
に
参
加
し
た
ら

よ
い
の
か

、
迷
っ
て
し
ま
い
そ

う
で
す
(

右
表
参
照
)
。

な
お
、
格
安
な
模
擬
店
も
出

店
、ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

全
館
丸
ご
と
開
放

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

年
間
数
十
万
人
が
利
用
し
て

い
る
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
(

東
保
木
間
2
-
2
7
1
1
)
を
、

午
前
1
0時
か
ら
午
後
4
時
ま

で
、ス
ポ
ー
ツ
体
験
の
場
と
し

て
全
館
丸
ご
と
開
放
し
ま
す
。

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
、
卓
球
、
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
、
バ
レ
ー
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
、
剣
道

、
柔
道
、
空
手
、

な
ぎ
な
た

、
少
林
寺
拳
法
、
弓

道
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
、
エ
ア
ロ

ビ
ク
ス
、
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
な

ど
・・・
。

運
動
靴
を
持
参
す
る
だ
け
で
O
K

。
よ
り
ど
り
み
ど
り
、
興

味
の
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
が
存
分
に

体
験
で
き
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

種
目
ご
と
に
た
く
さ
ん
の
メ
ニ

ュ
ー
を
用
意
し

、
一
人
ひ
と
り

に
あ
っ
た
指
導
を
行
い
ま
す

。

な
お
、時
間
帯
に
つ
い
て
は
、

チ
ラ
シ
な
ど
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い

。

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む

き
っ
か
け
と
し
て

や
や
も
す
れ
ば
運
動
不
足
に

な
り
が
ち
な
。
私
た
ち
の
日
常

生
活
で
す
。し
か
し
、
気
持
ち

の
い
い
汗
を
か
い
た
後
の
、
そ

う
快
感
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

今
回
の
「
あ
だ
ち
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
、
皆
さ

ん
の
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
き
つ

か
け
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
各
会
場
と
も
駐
車
場

が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
車
で
の

采
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

イ
ベ
ン
ト
の
内
容
な
ど
く
わ

し
く
は
、
本
庁
舎
宇
住
)・
体

育
振
興
係

　
(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹
へ
。
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力 士 たち

4 会場で体力測定
2 会揚で健康相談

鹿
浜
セ
ン
タ
ー
(
鹿
浜
6
1
8
-
1
)

と
、
舎
人
第
一
小
学

校
(
舎
人
6
-
4
-
―
)
は
、

お
も
に
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー

大
会
の
会
場
と
な
り
ま
す
。

こ
の
2
会
場
を
含
め
、
全
4

会
場
で
体
力
測
定
を
行
い
ま

す
。簡

単
な
運
動
を
行
い
、
持
久

力
や
筋
力

、
柔
軟
性
な
ど
基
本

的
な
6
項
目
を
測
定
し
ま
す
。

あ
な
た
の
体
力
は
今
ど
れ
く
ら

い
な
の
か

、
こ
の
機
会
に
測
っ

て
み
て
は
い
か
が
で
す
か

。

ま
た
、
虹
の
広
場
と
総
合
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
2

会
場
で

は

、専
門
家
に
よ
る
健
康
相
談
、

栄
養
相
談
を
行
い
ま
す

。

第1 回関杯小中学生卓球大会
1 都7
県 か ら 73チームが参加

8
月
2
9日
、
総
合
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
で
「
第
1
回
関
杯
小

中
学
生
卓
球
大
会
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

関
杯
と
は
、
世
界
選
手
権
女

子
団
体
戦
で
2
度
に
わ
た
っ
て

優
勝
す
る
な
ど
、
日
本
を
代
表

す
る
卓
球
選
手
と
し
て
大
活
躍

し
た
、
足
立
区
梅
島
育
ち
の
、

関
(
現
姓
両
擇
)
正
子
さ
ん
に

ち
な
む
も
の
。
現
役
引
退
後
も

関
さ
ん
は
、
地
元
で
長
年
に
わ

た
り
、
地
域
の
子
供
た
ち
や
お

母
さ
ん
の
指
導
を
続
け
て
い
ま

す
。熱

心
な
指
導
を
受
け
た
子
供

た
ち
は
、
や
が
て
関
東
近
県
へ

遠
征
す
る
な
ど
、
各
地
で
交
流

を
深
め
て
き
ま
し
た

。
こ
う
し

た
緑
で

。
大
会
に
は
1

都
7

県

か
ら
7
3チ
ー
ム
、
約
瞋
人
の
小

・
中
学
生
が
参
加

。「
勝
っ
て
も

負
け
て
も

、
な
ぜ
そ
う
な
っ
た

の
か
考
え
て
く
だ
さ
い
」
と
関

さ
ん
が
ア
ド
バ
イ
ス

。

藤
沼
隆
二
く
ん
(
十
四
中
2

年
)
が
、「
力
い
っ
ぱ
い
頑
張
り

ま
す

」と
選
里

旦
誓
し
ま
し
た
。

選
手
た
ち
は

、
日
ご
ろ
鍛
え

た
多
彩
な
技
を
繰
り
出
し

、
男

子
は
中
野
ウ
ィ
ニ
ン
グ
ジ
ュ
ニ

ア
、
女
子
は
私
立
武
蔵
野
中
が

優
勝

。
静
岡
県
や
新
潟
県
な
ど

か
ら
参
加
し
た

、
多
く
の
仲
間

と
交
流
す
る
こ
と
も
で
き

。
卓

球
の
輪
が
確
実
に
広
が
っ
た
大

会
と
な
り
ま
し
た

。

め
ざ
す
は
世
界
選
手
権

葦
立
ち

め
ま
ぐ
る
し
い
世
界
の
動

き
に
目
を
奪
わ
れ
て
い
た
季

節
が
過
ぎ
て
、
さ
わ
や
か
な

秋
風
の
訪
れ
と
と
も
に

、
机

に
向
か
う
y
」と
が
多
く
な
り

ま
し
た

。
好
き
な
読
書
に
夢

中
に
な
っ
て

、
夜
更
か
し
し

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
書
物
は
無
限
の
知
識
の

宝
庫
で

、
文
化
や
思
想
の
世

界
に
導
い
て
く
れ
ま
す

。

秋
は

、
さ
ら
に
音
楽
、
展

覧
会
、
ス
ポ
ー
ツ
と
多
く
の

楽
し
み
が
待
っ
て
い
ま
す

。

実
り
の
秋
と
い
う
言
葉
は
、

糟
神
的
な
意
味
で
も
言
え
る

と
思
い
ま
す
。

日
米
構
造
協
議
で
も
、
日

本
人
の
生
活
の
ゆ
と
り
に
つ

い
て
言
及
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
私
た
ち
の
生
活
水
準
も

向
上
し
た
今
、
心
の
ゆ
と
り

を
持
つ
こ
と
に
も
っ
と
目
を

向
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す

。

ま
た
、
人
生
八
十
年
時
代

日
々
の
生
活
を
充
実
し

、
自

分
自
身
を
育
て
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。
生
涯
学
習
と

い
う
と
堅
苦
し
く
思
冫
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
ゆ
っ
た
り

し
た
気
持
ち
で
趣
味
や
ス
ポ

ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
で
す

。

音
楽
で
く
つ
ろ
ぎ

、
絵
で
心

を
洗
わ
れ
る
、
そ
ん
な
時
間

が
貴
重
で
す
。

こ
の
秋

、
区
で
は
生
涯
学

習
推
進
季
間
を
設
け
、
身
近

で
楽
し
め
る
メ
ニ
ュ
ー
を
用

意
し
て
い
ま
す

。
さ
あ
、
外

の
風
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う

。

区
j
4

刺
丿
一
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広がる情報ネットワーク

あいネ ット 2 1

専用端末が無料で利用できます

区政、スポーツ、レジ ャー、株価、映画・コンサートなど、多彩な情報を満
載した「あいネット21」。区民の皆さんに、便利で楽しいコミューケーションフ
イフを提供するために登場した。足立区の地域情報ネットワーク( ローカル・
キャプテン) です。今回、さらに多< の方に参加していただくため、新たに300
台の専用端末機が無料で利用できるようになりました。この機会にぜひ、皆さ
んのご家庭や事務室に端末機を設置してみてはいかがですか。

気
軽
に

〝
あ

な

た
〟

と

〝
わ
た
し
〟
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

1
0月
か
ら
ス
タ
ー
ト

「あ
い
ネ
ッ
ト
伝
言
板
」
(
2
4
#
)

「
あ
い
ネ
ッ
ト
2
1
」は

、
各
家

庭
等
の
電
話
回
線
と
キ
ャ
プ
テ

ン

ー
セ
ン
タ
ー
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

夕
を
結
び
、
区
の
催
し
物
の
案

内
や
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
空
き
状

況
、
「
掲
示
板
」で
の
情
報
交

換
な

ど
、
右

卜
表
の
よ
う

心
情
報
を
提

『

さ
ら
に
1
0

月
1
日
か
ら

は
、
新
メ
ニ

ュ
ー
「
あ
い

ネ
ッ
ト
伝
言

板
」
が
加
わ

り
ま
す

。

「
伝
言
板

」

は
、
会
員
同

士
が
相
互
に

意
見
交
換
で

き
る
コ
ー
ナ
1

。「
今
度
遊

び
に
行
き
ま

し
ょ
う
≒
会

合
の
時
間
が

変
わ
り
ま
し

た

」
な
ど

、
特

定
の
相
手
と
メ

ッ
セ
ー
ジ
の
交

換
が
で

き

ま

す

。ま
た

、「
伝
言

板
」で
は
、区
民

の
皆
さ
ん
の
区
政
に
対
す
る
意

見
・
要
望
・
提
言
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

日
ご
ろ
区
政
に
対
し
て
感
じ

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
お
気
軽
に
足
立
区
広
報
課

会
員
番
号
0
3
3
8
8
2
9
0
5
8
0

へ
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お

送
り
く
だ
さ
い
。

※
「
あ
い
ネ
ッ
ト
伝
言
板
」
の

内
容
は
第
三
者
が
知
る
こ
と
が

で
き
な
い
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て

い
ま
す
。

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、野
球
場
、

保
養
所
の
予
約
も
可
能

「
あ
い
ネ
ッ
ト
2
1
」は

、
施
設

予
約
が
で
き
る
端
末
機
器
と
し

て
の
機
能
を
持
っ
て
い
ま
す

。

今
ま
で
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
等

の
空
き
情
報
に
加
え

、
平
成
4

年
度
に
は
、「
あ
い
ネ
ッ
ト
司
ふ

か
ら
直
接
、テ
ニ
ス
コ
ー
ト

、野

球
場

、
区
民
保
養
所
の
予
約
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
(
予

約
シ
ス
テ
ム
を
閧
発
中
)
。

自
宅
で

施
設
予
約
が
で
き
、

ま
す
ま
す
便
利
に
な
り
ま
す
。

仲
間
は
多
い
方
が
お
も
し
ろ
い

無
料
で
3
0
0台

現
在
、「
あ
い
ネ
ッ
ト
2
1
」
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は

、
区
民
の
皆

さ
ん
の
お
宅
や
事
務
所
、
区
お

よ
び
公
社
施
設
な
ど
約
8
0
0台
。

今
回
の
無
料
利
用
で

、
さ
ら
に

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
大
を
目
指

し
ま
す

。

無
料
利
用
が
で
き
る
3
0
0台

は

、
加
入
料
(
1

万
5

千
円
)

を
区
が
助
成
。端
末
使
用
料
(
リ

ー
ス
料
・
毎
月
千
5
0
0円
)
も
区

委
託
の
キ
ャ
プ
テ
ン
会
社
が
無

料
提
供
し
ま
す
(

た
だ
し
、
通

話
料
が
か
か
り
ま
す
)
。

ご
希
望
の
方
は
、
各
公
社
施

設
ま
た
は
本
庁
舎
♀
住
)
・
広

報
課
に
あ
る
申
込
書
に
記
入
の

う
え
窓
口
へ
(
郵
送
可
)

申
込
・
問
合
せ
先

各
公
社
施

設
ま
た
は
本
庁
舎
♀
住
)
・

広
報
課

〒
1
2
0
千
庄
1
-
4
　
1
1
8

　
(
3
8
8
2
)
1
　
1
1
1

㈹

家庭 や オフ ィスで 楽 しく コ ミ ュ ケ ー シ ョン

「あいネット21 」総目次
1# ニュース&お知らせ2#

生涯学習
3# 遊び楊と施設
4# 役立つ110 番

5# リサイクルコーナー6#
スポーツ施設案内

フ#NTS 株価情報
8# 今日のニュース

9# 天気予報
10# ふるさと足立

11# あんなのチャネル
12# 生活の知恵

13# あだちの紙芝居
14# おもしろクイズ

15# あなたの相談室
16# 窓口案内

17#I nf ormat i on
18# 星占い

19# さわやガハイク

20# ぴあ「ロ ード ショウ」

21# ぴあ「コンサート 」

22#A ダッシュニュース' 23#

掲 示 板

24# あいネット 伝靄板( 10月がら)

新 庁 舎
アラカル卜

―( 2) ―

アトリウム

ア
ト
リ
ウ
ム
と
は
、
全
体

が
ガ
ラ
ス
張
り
の
吹
き
抜
け

構
造
で
、
自
然
採
光
に
す
ぐ

れ
た
、
開
放
的
な
建
物
内
の

広
場
で
す
。

統
合
庁
舎
で
は
、
利
用
し

や
す
く
、
身
近
で
親
し
み
の

あ
る
庁
舎
と
な
る
よ
う
、
中

層
棟
・
庁
舎
中
央
玄
関
に
ア

ト
リ
ウ
ム
を
設
け
ま
す
。
ア

ト
リ
ウ
ム
内
は
、
室
内
植
栽

で
水
と
緑
を
表
現
し
、
明
る

く
、
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
、
ゆ

っ
た
り
と
し
た
、
区
民
広
場

と
な
り
ま
す

。

こ
こ
に
は
、
総
合
受
付
、

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
コ
ピ
ー
サ

ー
ビ
ス
、
電
話
コ
ー
ナ
ー
等

を
設
置
し
、
庁
舎
内
を
利
用

し
や
す
く
案
内
し
ま
す
。

ま
た
、
サ
ン
タ
ン
ガ
ー
デ

ン
(
地
下
部
分
に
作
ら
れ
た

採
光
用
の
庭
)
の

、滝
が
眺
め

ら
れ
る
区
民
応
接
室
や
ロ
ビ

ー
、
展
覧
会
や
展
示
の
で
き

る
区
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ト
等
が
で
き
る
ス

テ
ー
ジ
が
あ
り
、
マ
ル
チ
ス

ク
リ
ー
ン

、テ
レ
ビ
、ビ
デ
オ

等
を
使
用
し
て

講
演
会
に
も

利
用
で
き
ま
す

。
こ
れ
ら
の

施
設
は

、
区
民
の
文
化
活
動

を
支
援
す
る
も
の
で
す

。

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
住
)
　

・
庁
舎
計
画
課

　
(
3
　
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

アトリウムの検討用模型

あ
だ
ち
区
民
大
学
教
養
コ
ー
ス

環
境
と
人
間

ご
み
問
題
と
地
球

に
や
さ
し
い
く
ら

し
方
を
見
つ
め
て

日
時

右
表
の
と
お
り

場
所

エ
ル
ーソ
フ
ィ
ア

(
1
1月2
7日
を
除
く
)

対
象

区
内
在
住
・
在
動
・

在
学
で
、
全
回
出
席
可
能

な
1
8歳
以
上
の
方

定
員
8
0
人
(
抽
選
)

費
用

無
料

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職

業
、
電
話
番
号
、
あ
だ
ち

区
民
大
学
教
養
コ
ー
ス
希

望
と
明
記

申
込
期
限
1
0
月
7
日
必
着

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

(千
住
)
・
文
化
振
興
係
　

　
ら
3
8
8
2
T
1
1
1
　

㈹

あ だち区民大学教養コ ース日程・内容等

※ いずれも午後6時45分～8時45分( 第9回公開講座は午後フ時～8時45分)
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みんなの健康
足立保囎所　3855- 4151干畦保健所　38884277

江北保健相談所f 13896- 4004東和保健相談所　3606- 4171

中央本町保健相談所f 138扠) 一日51本尸r售( 干住>・保健予防i 係　3882- 1111㈹

湯
っ
た
り
、
の
ん
び
り

1
0月
1
日
は
銭
湯
無
料
開
放
の
日

1
0月
1

日
(

都
民
・
区
民
の

日
)
、
足
立
区
民
の
方
は

、区
内

の
ど
こ
の
お
ふ
ろ
や
さ
ん
も
、

無
料
で
利
用
で
き
ま
す

。

ご
冢
族
そ
ろ
っ
て
ぜ
ひ
ど
う

ぞ
。

な
お
、
次
回
の
無
料
開
放
予

定
は
、1
2月
2
2日
(
ゆ
ず
湯
)

で
す
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
♀
住
)
・

健
康
管
理
課

(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

障
害
児
歯
科
診
療
/
在
宅
寝

た
き
り
老
人
訪
問
歯
科
診
療

区
で
は
、
足
立
区
歯
科
医
師

会
の
協
力
を
得
て
、
次
の
歯
科

診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

□
障
害
児
歯
科
診
療

心
身
に
軽
・
中
度
の
障
害
が

あ
り
、
こ
れ
ま
で
一
般
の
歯
科

診
療
所
で
治
療
が
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
障
害
児
の
方
に
、
歯
科

診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象

区
内
在
住
の
1
8
歳
未
満

で

、
軽
・
中
度
の
障
害
が
あ

り
、
診
療
場
所
ま
で
通
院
可

能
な
方
(

家
族
の
同
伴
が
必

要
で
す
)
。
な
お

、
重
度
の
方

の
相
談
も
受
け
付

け
ま
す

診
療
日
時

毎
週
木

・
土
曜
日
、
午
前

9
時
～
正
午
(
祝

日
を
除
く
)

診
療
場
所

歯
科
医

師
会
口
腔
保
健
セ

ン
タ
ー

□
在
宅
寝
た
き
り
老

人
訪
問
歯
科
診
療

寝
た
き
り
で

、
一
般
の
歯
科

診
療
所
に
通
え
な
い
お
と
し
よ

り
の
方
に
、
歯
科
医
師
が
訪
問

し
て
診
療
を
行
い
ま
す

。

対
象

区
内
在
住
の
6
5
歳
以
上

の
寝
た
き
り
の
方
で

、
在
宅

で
介
護
者
の
い
る
方

往
黔
日
時
毎
週
火
～
土
曜
日
　
　

(日
時
は
事
前
に
連
絡
し
ま

す
)

※
申
し
込
み
受
け
付
け
後
、
本

人
の
健
康
状
態
や
歯
の
状
態
な

ど
の
事
前
調
査
を
行
う
た
め
、

診
蜉一
開
始
ま
で
に
あ
る
程
度
の

日
数
ガ
ガ
ガ
り
ま
す

。

-

い
ず
れ
も
I

申
込
日
時
毎
週
火
～
土
曜
　

日
、午
前
9
時
3
0
分
～
正
午
　

・
午
後
1

時
～
3

時
3
0
分

(
祝
日
を
除
く
)

申
込
方
法

電
話
予
約

費
用

保
険
診
療

申
込
・
問
合
せ
先

歯
科
医
師

会
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー

♀
　

住
I
-
5
-
5

、
歯
科
医
師

会
館
2

階
)

　
(
3
8
8
　
2
)
3
8
8
2

、F
A
χ
(
3
　
8
8
2
)
6
2
0
3

健
康
づ
く
り
サ
ー
ク
ル

「
ひ
ま
わ
り
」

血
圧
・
体
重
等
の
測
定
と
、

健
康
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
や

軽
い
体
操
を
行
っ
て
い
ま
す
。

日
時

毎
月
第
3
火
曜
日
、
午

後
1
時
3
0分
～
3
時
3
0分

費
用

無
料

※
ス
ラ
ッ
ク
ス
と
運
動
靴
を
着

用
。

場
所
・
問
合
せ
先

足
立
保
健

所
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

ご
協
力
く
だ
さ
い

1
0
月
の
献

血

愛
の
献
血
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。日
程
は
上

表
の
と
お
り
で
す
。

受
付
時
間

い
ず
れ
も

午
前
1
0時
～
午
後
3
　

時
3
0分
(
昼
食
・
休

憩
時
間
を
除
く
)

問
合
せ
先

葛
飾
赤
十

字
血
液
セ
ン
タ
ー

(
5
6
8
2
)
2
　

8
0
1
、本
庁
舎
♀

住
)
・
保
健
予
防
係

(
3
8
8
2
)
-
　

1
1
1
㈹

10月の献血予定

喉
頭
癌
の
無
料
検
診

東
京
都
耳
鼻
咽
喉
科
医
会
で

は
、1
0月
を
喉
頭
癌
の
検
診
月

間
と
定
め
、
無
料
検
診
を
行
っ

て
い
ま
す
。

早
期
検
診
が
予
防
と
治
療
に

役
立
ち
ま
す
。
声
の
か
す
れ
が
1

ヵ
月
以
上
続
く
方
、
の
ど
に

異
常
感
の
あ
る
方
は
、
受
診
を

お
勧
め
し
ま
す
。

期
間
1
0
月
1
日
～
3
1
日

申
込
方
法

住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
明
記
し
て

封
S
で
。6
2
円
切
手
を
は
っ
　

た
返
信
用
封
筒
を
同
封
の
こ
　

と
(
住
所
、氏
名
を
明
記
)

申
込
期
間
9
月
2
5
日
～
1
0
月
　

習
寮
申
込
者
に
受
診
票
と
検
診
参

加
医
療
機
関
名
簿
を
送
り
ま
す

申
込
・
問
合
せ
先

東
京
都
耳

鼻
咽
喉
科
医
会
事
務
局

〒
1
6
0西新
宿
7
-
2
2心

興

亜
第
2
ビ
ル
7
F
7
0
1号

(
3
3
6
7
)
5
4
6
4

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
師
研
修

お
よ
び
従
事
者
講
習
会

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
師
お
よ
び
従

事
者
は
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
法

に
基
づ
き

、3

年
に
一
度

、
研

修
ま
た
は
講
習
を
受
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん

。

日
時

▽
研
修
・・・
1
0月
1
3・
2
3
　

日
、H

月
1
7日

、1
2月
1
8日

▽
講
甲

・
1
0月
2
9
日
、H

月

1
0日
、1
2
月
H
日
(

研
修
・

講
習
と
も
い
ず
れ
か

希
望

日
)

場
所

▽
研
修
…
全
理
連
ビ
ル

(
渋
谷
区
代
々
木
)
ほ
か
▽
講

甲

・
日
本
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
大

文
京
区
後
楽
)
ほ
か

一
用

▽
研
修
・
:
4
千
5
0
0円　

▽
講
習
・・・
4
千
円

申
込
方
法

電
話
(

定
員
に
な

り
し
だ
い
締
切
り
)

申
込
先

附
東
京
都
環
境
衛
生

営
業
指
導
セ
ン
タ
ー
X

χ

　
(
3
3
7
9
)
6
6
4
3

問
合
せ
先

足
立
保
健
所

　

(
3
8
5
5
)
4
1
5
1、千

住
保
健
所

　
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

各
環
境

衛
生
担
当

結
核
を
予
防
し
よ
う

結
核
予
防
週
間
9
月
2
4日
～
3
0日

●
気
に
な
る
症
状
は
あ
り
ま
せ

ん
か結

核
の
初
期
は
、
か
ぜ
の
症

状
に
似
て
い
ま
す
。
せ
き
や
た

ん
が
続
い
た
り
、
微
熱
、
体
が

だ
る
い
な
ど
の
状
態
が
長
引
く

時
は
、
医
師
の
診
察
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

●
だ
れ
に
で
も
感
染
の
危
険
が

結
核
は
、
病
気
の
人
の
せ
き

や
た
ん
、
く
し
ゃ
み
等
に
よ
り

感
染
し
ま
す
。
い
つ
で
も
、
だ

れ
で
も
発
病
の
危
険
が
あ
り
ま

す
。
足
立
区
で
は
、
毎
年
3
0人

前
後
の
方
が
死
亡
し
、2
5
0
大
ほ

ど
が
新
た
に
発
病
、
治
療
を
受

け
て
い
ま
す
。

●
発
病
予
防
に
B
C
G
接
種
　

区
で
は
、3
ヵ
月
児
健
診
で

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
検
査
を
実
施

し
、
必
要
な
子
供
に
は
B
C
G

を
接
種
し
て
い
ま
す
。4

歳
未
満
の
お
子
さ
ん
で

、
一

度
も
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
検
査
を

受
け
て
い
な
い
場
合
は
、
管

轄
の
保
健
所
・
保
健
相
談
所

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
早
期
発
見
に
は
胸
部
×
線

検
査
を

区
で
は
、
次
の
様
な
健
康

診
断
の
際
に
、
結
核
の
健
康

診
断
を
実
施
し
て
い
ま
す
。1

年
に
I
回
は
、
ぜ
ひ
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

▽
学
校
・
住
区
セ
ン
タ
ー

な
ど
を
会
場
と
す
る
巡
回
健

康
診
査

▽
保
健
所
・
保
健
相
談
所

で
の
一
般
健
康
診
査

A
衛
生
部
健
康
管
理
課
V

味
覚
の
秋
を
楽
し
む
た
め
に

食
欲
の
秋
、
自
然
の
味
覚
を

楽
し
む
た
め
に
、
次
の
こ
と
に

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

八
き
の
こ
▽

「
縦
に
裂
け

る
き
の
こ
は
食
べ
ら
れ
る
」
な

ど
の
毒
き
の
こ
の
見
分
け
方

は
、
誤
り
が
多
く
あ
り
ま
す
。

外
見
も
、
シ
メ
ジ
や
シ
イ
タ
ケ

そ
っ
く
り
の
毒
き
の
こ
も
あ

り
、
か
な
り
の
ベ
テ
ラ
ン
で

も
、
見
分
け
方
に
苦
労
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
素
人
だ

け
で
判
断
し
、
食
べ
た
り
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

Λ
ふ
ぐ
▽

ふ
ぐ
中
毒

は
、
死
に
至
る
こ
と
が
多
い

危
険
な
も
の
で
す
。
釣
っ
て

き
た
ふ
ぐ
を
、
素
人
調
理
す

る
の
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ

う
。
ま
た
肝
を
食
べ
た
り
す

る
人
が
い
ま
す
が
、
非
常
に

危
険
で
す
。
パ
ッ
ク
入
り
の

加
工
済
ふ
ぐ
を
買
う
と
き
は

き
ち
ん
と
表
示
さ
れ
て
い
る

も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

A
足
立
・
千
住
保
健
所
各

食
品
衛
生
担
当
Y

ご
利
用
く
だ
さ
い

地
域
巡
回
医
療
福
祉
相
談

病
気
を
治
療
す
る
う
え
で
の

心
理
的
・
社
会
的
・
経
済
的
な

悩
み
ご
と
に
つ
い
て
、
医
療
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
医
師
、

理
学
療
法
士
等
に
よ
る
巡
回
医

療
福
祉
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
9

月
2
9日
(
日
)
、午
前

1
0
時
～
午
後
3
時

場
所

東
部
セ
ン
タ
ー

問
合
せ
先

咄
東
京
都
医
家
杠

会
事
業
協
会

　
(
5
2
7
　
2
)
4
7
3
2

、都
・
医
療
福

祉
課

　
(
i
n
3
2
0
)
4
4
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ステキな 汗を

泳ぐ
! 滑る ! 走る

!
広が
るあだち

の スポー ツエリ
ア早岡のジョギング、アフター5 のエアロビクスやスイミング、休日のテニスな

どなど。いまやスポーツは暮らしの中にとけ込み、その擢Uま高まる一力です。区
では、区民の皆さんがスポーツや体育に親しめるよう、いろいろなスポーツ旄殷

づくりに取り組んでいます。近く甘さんの身近な所に新しくお目見えするスポー
ツ施設を紹介します。あだちがスポーツタウンになります。

これらの施設についてのお問い合わせは、本庁舎( 千
住) ・体育課体胄旃設矍設　( 3882) 1111 ㈹へ

(
仮

称
)

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
多
目
的
広
場

東保木間2 ―27

平成4 年9 月

オープン予定

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
隣

り
に
、
野
球
や
サ
ッ
カ
ー
、
テ

ニ
ス

、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
な
ど
が
思

う
存
分
楽
し
め
る
多
目
的
広
晒

が
で
き
ま
す

。
ス
ポ
ー
ツ
大
好

き
の
方
や

、
こ
れ
か
ら
ス
ポ
ー

ツ
を
桑
し
み
た
い
と
い
う
方
に

は
、も
っ
て
こ
い
の
施
設
で
す
。

施

般
内

容

少

年
野
球
場
2
　

面
、沺
m
ト
ラ
ッ
ク
、サ
ッ
カ

ー
場
、約
原
人
の
観
覧
席
、ジ

ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス

、
地
下
駐

車
場
、
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
2
面

※
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
つ
い
て
は

平
成
5

年
度
オ
ー
プ
ン
予
定
。

( 仮称)

東綾瀬公園プール・アイススケート 場

平
成
4
年
7
月

オ
ー
プ
ン
予
定

東
綾
瀬
3
―
4

夏
は
。
プ
ー
ル
で
ス
イ
ミ
ン

グ
。
し
か
し
、
冬
に
は
何
か
ウ

イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
い

と
い
う
方
。
区
は
、
都
立
柬
硬

瀬
公
園
内
に
室
内
プ
ー
ル
と
屋

外
プ

ー
ル
を
つ
く
り
ま
す

。冬

、

屡
外
プ
ー
ル
は
、
ア
イ
ス
ス
ケ

ー
ト
場
に
変
わ
り
ま
す
。

施
設
内
容

A
室
内
プ
ー
ル
V
太
腸
エ
　

ネ
ル
ギー
を
利
用
し
た
開
閉
　

式
y
l
ム
。
5
月
か
ら
1
0
月
　

ま
で
の
畏
期
間
。
天
候
に
左
　

右
さ
れ
る
こ
と
な
く
利
用
で
　

き
ま
す
。
一
般
用
・
・
-
S
a
x
　

6
コー
ス
子
収
用
・
・
-
3
.
5
s
　

x
1
3
m

A
屋
外
プ

ー
ル
V

夏
季
の

み
闘
設
の
フ
ァ
ミ
リ

ー
プ
ー

ル
。
探
さ
の
興
な
る
3
つ
の

プ
ー
ル

を
設
置
し
ま
す
。

A
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト

場
V

屋
外
プ
ー
ル
を
冬
季
に
フ
ァ

ミ
リ
ー
向
け
の
ア
イ
ス
ス
ケ

ー
ト
堤
と
し
ま
す

。
広
さ
約

攅
㎡
(
2
2
m
×
3
2
m
)

( 仮称)

スイムスポーツセンター

平 成4 年5 月　 オ ー プ ン 予 定

西
保
木
間
4
―
1
0―
1

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に

次
ぐ
「
区
内
第
2
の
ス
ポ
ー
ツ

拠
点
」
に
な
る
の
が
こ
ち
ら

。

竹
の
塚
温
水
プ
ー
ル

を
全
面

改
築
。温
水
プ
ー
ル
、体
育
館
に

漣
康
づ
く
り

豚
般
を
加
え
ま

す
。ス

ポ
ー
ツ
は
も
ち
ろ
ん

、
健

綟
維
持
の
た
め
に
も
利
用
で
き

る
施
設
で
す
。

ま
た
、
体
育
館
は
。
又
化
会

館
の
代
替
施
設
と
し
て

、
児
童

文
化
セ
ン
タ
ー
・
ホ
ー
ル
闘
館

ま
で
の
問
、
集
会
、
講
厩
会
、

演
劇
、
音
楽
会
等
の
文
化
活
助

に
も
利
用
で
き
ま
す
。

施
設
内
容

地
上
2

階
、
地
下

2
陪
。
温
水
プ

ー
ル
(
一
股

用
2
5
m
X
9

コ

ー
ス

、
幼
児

用
1
5
m
×
6

き

、
体
育
館

、

小

体
育
館
(
多
目
的
な
小
遭

動
ス
ペ
ー
ス
)
、健
康
体
力
相

諛
室

、
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム

、
会
議
室

、
地
下
駐
車
場

▲ 体育館( 文化会館の代替施設としても使用)

温
水
プ
ー
ル

(仮
称
)

千

住

温

水

プ

ー

ル
平成5 年4 月

オ ー プ ン 予 定

千住3 ―30
千寿本町小学校内

新
し
く
建
般
中
の
千
寿
本
町

小
学
校
内
に

、
温
水
プ
ー
ル
を

つ
く
り
ま
す
。
子
供
か
ら

大
人

ま
で

幅
広
く
気
軽
に
ス
イ
ミ
ン

グ
か

楽
し
め
ま
す
。
児
童
の
体

齊
授
業
を
優
先
し
ま
す
が
、
そ

れ
以

外
の
時
は

、
区
民
の

皆
さ

ん
が
利
用
で
き
る
、
聞
か

れ
た

施
設
で
す
。

施
般
内
容

一
股
プ
ー
ル

…
2
5
m
x
6

コ
ー
ス

幼
児
用
プ

ー
ル
…
1
1
m
×
3
m

あ
だ
ち
の

昔
語
り

子
供
が
怖
が
っ
た

流

潅

頂

昔

、
花
畑
で
子
供
た
ち
が

啀
が
っ
た
も
の
に

、お
化
け

、

キ
ツ
ネ

、
タ
ヌ
キ

。河
童
(
か

っ
ぱ
)
、そ
し
て
流
岨
頂
な
ど

が
あ
り
ま
し

た
。

そ
の
こ
ろ
は

、
お
塵
で
母

子
と
も
に
亡

く
な
る
と

、
そ

の

靈
を
な
ぐ
さ
め

る
た
め

に

。
竹
の
先
に
亡
く
な
っ
た

母

観
が
使
っ
て
い

た
カ
モ

ジ
、鏡

、ペ
ニ
な
ど
を
紬
び
つ

け
て

、
川
や
用
水
な
ど
の
呎

れ
の
そ
ぱ
に

立
て
ま
し
た

。

そ
し
て

、
そ
の
そ
ぱ
に
ヒ
シ

ヤ
ク

を

置
い

て

、
道
行
く
人

に
流
れ
の

木
を

か
け
て
も
ら
い

ま
し

た
。
こ
れ

を
硫
潅
頂
と
呼
ん
で
い
ま
し

た
か

、
千
人
の
人
々
に
水
を

か
け
て
も
ら

わ
な
い
と

、
亡

く
な
っ
た
大

が
う
か
ば
れ
な

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た

。

道
娩
に

、
亡
く
な
っ
た
人

の
も
の
が
ぷ
ら
さ
が
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
と

、
お
か
し

な
も
の
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で

、
そ
の
こ
ろ
の
子
舛
た
ち

に
と
っ
て
は

、
そ
こ
へ
行
く

の
も

、
そ
ぱ
を
通
る
の
も
怖

か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す

。

ま
し
て

、
水
を
か
け
る
な
ど

と
い
う
こ
と
は

、
と
て
も
で

き
ま
せ
ん
で
し
た

。

昔
は

、
医
学
が
退
歩
し
て

お
り
ま
せ
ん
で

し
た
し

、
衛

生
観
念
も
通
れ
て
い
ま
し
た

か
ら

、
日
の
目
を
見
ず
に
亡

く
な
る
子

が
多
か
っ
た
の

で

、
こ
う
し
た

風
習
が
で
き
た

も
の
と
思
わ
れ

ま
す

。

※
流
潅
頂

ふ
つ
う
4
0
作

ほ
ど
の
竹
を

四

隅

に

立

て

、
四
角
い

白
布
の
端
々

を
竹
に
結
び

つ
け

、
そ
ぱ

に
量
い
て
あ

る
匕
シ
ャ
ク

で
布
に
水
を

か
け
て

、
亡

く
な
っ
た
人

の
供
養
を
す

る
の
で
す

。

こ
う
し
た
こ
と
を

。
土
地

の
人
々
は

〝ナ
ガ
レ
カ
ン

ジ
ョ
ウ
〟
と
呼
ん
で
い
ま

し
た

。

こ
れ
は
花
畑
で
の
語
り

伝
え
で

す
が
、
ど
こ
の
農

村
も
行
っ
て
い
た
よ
う
で

す

。

フォト
ニュース

あだち
ま
つ

り
8/ 3
海外研修センター
盆踊り　( 千住東)

8/ 25～27　小出まつり
( 友 好自冶体、新潟県小出町)

8/ 24・25
大 蛇 祭り

( 友好自治体、
長野県山ノ内町)

8/ 29
アモール東和ふれあい
祭り 〝風の盆〟

シリ ー ズ

身近な自然 ( 26)

ヨウシ ュヤマゴ ボウ

公
園
で
ま
ま
ご
と
遊
び
を

し
て

い
た
小
さ
な
女

の
子

が
。
紅
紫
色
に
熟
し
た
ヨ
ウ

シ
ュ
ヤ
マ

ゴ
ボ
ウ
の
與
を
摘

ん
で
い
ま
し
た

。
興
物
に
な

っ
た
り

。
色
水
の
原
料
に
な

っ
た
り

、
染
色
に
使
っ
た
り

と
用
途
は
い
ろ
い
ろ

。
ま
ま

ご
と
遊
び
に
は

、
う
っ
て
つ

け
の
よ
う
で
す

。

こ
の
値
物

、
も
と
も
と
は

北
ア
メ
リ
カ
原
産
の
帰
化
値

匆
で
す

。
明
治
の
初
め
に
渡

来
し
栽
培
さ
れ
ま
し
た

。
そ

の
後
雑
苡
化
し

、
市
街
地
の

空
き
地
や
選
ぱ
た
に

広
が

り

、
現
在
で
は
至
る
所
で
見

ら
れ
ま
す

。

日
宏
に
は

、
以
前
か
ら
中

国
産
の
ヤ
マ

ゴ
ボ
ウ
と
い
う

値
物
か
薬
用
に

栽
名
さ
れ
て

い
ま
し
た

。そ
こ
で

、西
洋
か

ら
き
た
ヤ
マ
ゴ
ボ
ウ
と
い
う

こ
と
で

、
洋
種
ヤ
マ
ゴ
ボ
ウ

と
名
づ
け
ら
れ
ま
し
た

。

赤
み
を

帯
び
た
太
い

茎

は

、
高
さ
が
約
2
S

に
も
な

り

、6
月
か
ら
9

月
ご
ろ
に

耳
く
紅
色
を
帯
び
た
白
色
の

花
を
多
数
咲
か
せ
ま
す

。
面

白
い
こ
と
に

。
こ
の
花
は

、

花
び
ら
が
な
く

、
花
び
ら
の

よ
う
に
見
え
る
の
は

、
自
色

の
が
く
片
な
の
で
す

。
果
期

に
は

、
紅
紫
色
で
偏
平
球
の

奥
を
ぶ
ど
う
の
屏
の
よ
う
に

い
く
つ
も
垂
れ
下

げ
、
そ
の

特
徴
あ
る
姿
は

、
多
く
の
人

の
目
に
と
ま
っ
て
い
る
は
ず

で
す
が

、
正
確
な
名
前
を
知

っ
て
い

る
人
は
案
外
少
な
い

よ
う
で

す

。

ア
メ
リ
カ
で
は

、
果
実
を

つ
ぶ
す
と

紅
集
色
の

汁
が
出

る
と
こ
ろ
か
ら

、
こ
の
値
物

を

。
イ
ン
ク

ー
ベ
リ
ー
(
イ

ン
ク
・
果

実
)
と
呼
ん
で
い

る
そ
う
で

す
。

A
保
木
間
小
学
校
校
長

武
田
　

輝
男
V
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催
し
も
の

福
祉
講
座

〝
レ
ン
ズ
か
ら

見
た
ま
ち
・
ひ
と
"

日
時
1
0
月
5
日
(
土
)
、
午
後

2
時
～
4
時

場
所

竹
の
筱
セ
ン
タ
ー

内
容

新
鮮
な
感
動
と
す
る
ど

い
問
題
で
世
界
を
紹
介
し
ま

す
爾
師

吉
田
ル
イ
子
氏
(
フ
ォ

ト
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
)

定
員

川
人
(
先
着
順
)

費
用

無
料

参
加
方
法

直
接
会
場
へ

問
合
せ
先

東
部
障
害
福
祉
総

合
セ
ン
タ
ー

　
(
5
6
8
　
2
)
5
3
7
0

も
し
く
は
、

西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ

ー

　
(
3
8
5
3
)
0
6

屋
外
広
告
物

講

習

会

日
時
1
0
月
2
1・
2
2日
、
午
前

9
時
3
0分
～
午
後
4
時
1
5分

墺
所

都
民
ホ
ー
ル
(
新
都
庁

舎
内
)

対
象

都
内
で
屋
外
広
告
業
を

営
ん
で
い
る
方
、
ま
た
は
営

も
う
と
し
て
い
る
方

定
員
S

人
(
先
着
順
)

費
用
3

千
瞋
円

申
込
方
法
中
央
本
町
庁
舎
・
　

路
政
課
に
あ
る
申
し
込
み
用
　

紙
に
記
入
の
う
え
、費
用
を
　

添
え
て
、都
・
都
市
計
画
局
　

建
築
指
導
部
監
理
課
へ
持
参

申
込
期
間
9
月
3
0
日
～
1
0
月
　

4
日
、
午
前
9
時
～
午
後
2
　

時
3
0分

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

路
政
課

　
(
3
8
8
0
)
5
　
2
3
1

ま
た
は
、
都
・
都

市
計
画
局
建
築
指
導
部
監
理

課

　
(
5
3
8
8
)
3
3
3

しまね園チャリ

テ ィバザ ーに

ご協力ください

経
費
老
人
ホ
ー
ム
「
し
ま
ね

園
」
で

じ

ま
ね
園
祭
〃
を
開

催
し
ま
す

。

開
催
期
間
1
0

月
1
4
日
～
2
0
日

※
2
0日
に
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー

を
行
い
ま
す
。
古
本
、
陶
器
、

手
芸
品

。
タ
オ
ル
な
ど
寄
付
し

て
い
た
だ
け
る
方

、
ま
た
バ
ザ

ー
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
協

力
い
た
だ
け
る
方
は
、
1
0
月
7

日
ま
で
に

、ご
連
絡
く
だ
さ
い

。

場
所
・
問
合
せ
先

し
ま
ね
園

(
3
8
8
5
)
4
6
0
1

税

金

納

期

が

過
ぎ
て
い
ま
す

3
年
度
の
特
別
区
民
税
・
都

民
税
の
第
2
期
分
ま
で
と
軽
自

動
車
税
の
納
期
限
が
す
で
に
過

ぎ
て
い
ま
す
。

納
期
限
が
過
ぎ
る
と
高
率
の

延
灣
金
(
年
率
1
4・
6
%
)
が

加
算
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
理

由
な
く
脾
納
す
る
と
差
し
押
え

等
の
処
分
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

な
お
、
特
別
な
事
情
が
あ
っ

て
納
付
が
困
難
な
場
合
や
不
明

な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
納
税

課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

納
税
課

(
3
8
8
0
)
5
0
9
6

1
0、
1
1月
は

口
座
振
替

お
勧
め
月
間

特
別
区
民
税
・
都
民
税
、
国

民
健
康
保
険
料
、
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
に
、
口
座
振
替
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
に
す
る
と
、
そ
れ

ぞ
れ
の
納
期
ご
と
に
自
動
的
に

納
付
さ
れ
る
の
で
、
納
め
忘
れ

が
な
く
、
便
利
で
安
心
で
す
。

申
込
方
法

預
金
通
帳
、
通
帳

印
、
そ
れ
ぞ
れ
の
納
付
書
を

持
参
し
、
各
窓
口
で
手
続
き

し
て
く
だ
さ
い

申
込
先

預
金
口
座
の
あ
る
金

融
機
関
(
郵
便
局
を
除
く
)
　

ま
た
は
区
役
所
担
当
窓
口
、

各
区
民
事
務
所

問
合
せ
先

い
ず
れ
も
中
央
本

町
庁
舎
▽
納
税
課

　
(
3
　
8
8
0
)
5
1
0
1

▽
国

民
健
康
保
険
課
・
1
3
8
8
0
)
5
1
3
3

▽
国
民
年

金
課

　
(
3
8
8
0
)
5
1

仕

事

保

育

園

臨
時
職
員
募
集

申
込
資
格
1
8

歳
以
上
5
5
歳
く

ら
い
ま
で
の
健
康
な
方

勤
務
場
所
各
区
立
保
育
園

勤
務
職
種
お
よ
び
賃
金
▽
産
　

休
・
病
欠
代
替
職
員
…
午
前
　

8
時
3
0
分～
午
後
5
時
1
5
分
　
　

(
土
曜
日
は
午
後
1
時
3
0
分
　

ま
で
)
、
時
給
膕
円
▽
土
曜
　

日
保
育
・
土
曜
日
給
食
用
務
　

職
員
・
・
・
午
前
8
時
3
0
分～
午
　

後
1
2
時
3
0
分
、
時
給
6
9
0円　

▽
特
例
保
育
職
員
・・・
午
前
7
　

時
3
0分
～
9

時
3
0分
お
よ
び

午
後
4

時
～
6
時
(

ど
ち
ら

か
で
も
可
)
、
時
給
7
4
0円

※
住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
等
を

登
録
し
、
欠
員
が
あ
り
し
だ
い

連
絡
し
ま
す
。
登
録
は
常
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

(
千
住
)
・
保
育
第
一
係

求
人
・
求
職
は

サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
ゆ
う
へ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
で

は
、
内
職
や
パ
ー
ト
の
求
人
・

求
職
の
あ
っ
せ
ん
を
行
っ
て
い

ま
す
。

圏
内
職
に
適
し
た
仕
事
は
あ
り

ま
せ
ん
か

簡
単
な
手
仕
事
を
希
望
す
る

求
職
者
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。事

業
主
の
方
で
、
家
庭
で
で

き
る
簡
単
な
手
仕
事
な
ど
、
内

職
に
適
し
た
仕
事
が
あ
り
ま
し

た
ら
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
I

家
庭
で
内
職
を
し
た
い
方
　

求
人
票
が
自
由
に
見
ら
れ
ま

す
。
条
件
に
合
つ
た
仕
事
が
あ

れ
ば
紹
介
し
ま
す
。

□
パ
ー
ト
タ
イ
ム
で
働
き
た
い

方自
由
に
見
る
こ
と
の
で
き
る

求
人
公
開
カ
ー
ド
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
パ
ー
ト
職
業
相
談

・
紹
介
に
応
じ
て
い
ま
す
。

場
所
・
問
合
せ
先

サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
ゆ
う
(
綾
瀬
プ
ル

ミ
エ
内
)

ら
3
8
3
8
j
5
8
4

年

金

納
付
書
(
後
期
分
)

を
送
付
し
ま
す

平
成
3
年
度
後
期
分
(
平
成
3

年
1
0月
I
平
成
4
年
3
月
)

の
国
民
年
金
保
険
料
納
付
書
を
1
0

月
上
旬
に
送
付
し
ま
す
。

保
険
料
の
納
期
限
は
、
翌
月

の
末
日
で
す
。
忘
れ
ず
に
納
め

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
表
紙
の
裏
に
、
各
月

の
領
収
証
書
が
ま
と
め
て
印
刷

さ
れ
て
い
ま
す
。
切
り
離
し
た

り
、
破
つ
た
り
せ
ず
に
、
金
融

機
関
の
窓
口
へ
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
同
封
の
チ
ラ

シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
課
保
険
料
係

(
3
8
8
0
)
5
1
6
1

ね
ん
き
ん
相
談

日
時
1
0
月
2
日
(
水
)
、午
前

1
0時
I
午
後
3
時
3
0分

場
所

中
央
本
町
庁
舎
2
階
、

国
民
年
金
課
前

内
容

年
金
に
つ
い
て
の
ち
ょ

つ
と
し
た
疑
問
や
さ
ま
ざ
ま

な
心
配
事
に
、
足
立
社
会
保

険
事
務
所
の
担
当
官
が
答
え

ま
す

※
「
ね
ん
き
ん
相
談
ワ

ーナ
ー

」

は

、毎
月
第
1

水
曜
日
に
開
設

。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

S
民
年
金
課
推
進
係

3
8
8
0
1
0
6
1

募

集

平
成
4
年
度

保
育
園
入
園
児

募

集

平
成
4
年
4
月
に
、
保
育
園

入
園
を
希
望
す
る
児
童
の
受
け

付
け
を
行
い
ま
す
。

受
付
期
間
1
2
月
2
日
～
1
6
日

受
付
場
所

住
所
地
を
管
轄
す

る
福
祉
事
務
所

申
請
に
心
要
な
も
の

▽
平
成

3
年
度
分
の
住
民
税
額
が
わ

か
る
も
の
(
納
税
通
知
書
、

特
別
徴
収
税
額
通
知
書

、
課

税
証
明
書
)

▽
平
威
2

年

分
の
所
得
税
が
わ
か
る
も
の

(
平
成
3

年
所
得
税
が
確
定

し
だ
い
平
成
3
年
分
も
提
示

し
て
い
た
だ
き
ま
す
)

▽

印
か
ん

※
本
年
度
中
の
入
園
に
つ
い
て

の
相
談
お
よ
び
申
請
は
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す

。

申
込
・
問
合
せ
先

各
福
祉
事

務
所
(
表
1
)

表1 福祉事務所一覧

障
害
者
と

陶
芸
し
ま
せ
ん
か

東
部
・
西
部
障
害
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー
で
、
重
度
心
身
障
害

者
と
一
緒
に
陶
芸
創
作
し
ま
せ

ん
か
。

日
程
1
0
月
2
4
日
～
1
2
月
1
2
日
　

の
毎
週
木
曜
日
マ
西
部
湶
　

害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
、
午
　

前
1
0
時
3
0
分
～
正
午
▽
東
　

部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
　

ー
、午
後
1
時
1
5
分
～
2
時
　

4
5分

定
員

各
6
人
(
計
1
2人
)抽
選

費
用

無
料

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
、「
陶
芸
希
望
」
と
明
記

申
込
期
限
9

月
3
0日
消
印
有

効
甲
込
・
問
合
せ
先

希
望
す
る

セ
ン
タ
ー
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い

マ
西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー

〒
1
2
1谷在
家
3
1
1
3
　
-
1

ら
3
8
1
0
6
3
2

▽
東
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー

〒
1
2
1神明
南
2
1
6
　
-
1
8

一
、5
6
8
2
)
5
3
7
0

第
4
4回

区
民
体
育
大
会

□
相
撲

日
時
9

月
2
9日
(
日
)
、正
午

場
所

西
新
井
大
師
境
内

対
象
者

区
内
在
住
の
小
・
中

学
生

費
用

▽
小
学
生
:
面
円

▽

中
学
生・
:
2
0
0
円

申
込
方
法

当
日
現
地
受
付

問
合
せ
先

宝
田

(
3
8
8
8
)
4
3
4
9

区
議
会
委
員
会
の

傍
聴
方
法
が
変
わ
り
ま
し
た

9
月
議
会
か
ら
、
委
員
会

傍
聴
の
方
法
が
、
次
の
よ
う

に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

□
傍
聴
で
き
る
人

今
ま
で
、
請
願
・
陳
情
の

関
係
者
が
、
そ
の
請
願
・
陳

情
の
審
査
の
み
傍
聴
で
き
ま

し
た
が
、
今
後
は
、
関
係
者

以
外
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

ま
た
、
請
願
・
陳
情
に
限
ら

ず
、
議
案
の
審
査
も
対
象
に

な
り
ま
し
た
。

□
傍
聴
で
き
る
委
員
会

傍
聴
で
き
る
の
は
、6
つ

の
常
任
委
員
会
お
よ
び
交
通

機
関
誘
致
対
策
特
別
委
員
会

で
す
。

亜
傍
聴
券
は
各
会
派
(
党
)
　

控
室
で
交
付
し
ま
す

今
ま
で
、
区
議
会
事
務
局

で
傍
聴
の
受
付
を
し
て
い
ま

し
た
が
、
各
会
派
(
党
)
控

室
で
傍
聴
疉
の
交
付
を
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
住
)

区
議
会
事
務
局

1
0月
1
日
か
ら

放
置
自
転
車
の

返
還
時
間
延
長

区
で
は
、
駅
前
に
放
置
さ

れ
た
自
転
車
が
、
歩
行
者
や

緊
急
車
両
の
通
行
の
防
げ
に

な
っ
た
り
、
駅
前
広
場
の
美

観
を
そ
こ
な
う
な
ど
の
理
由

か
ら
、
駅
の
周
辺
お
お
む
ね
3
0
0

皿
を
放
置
自
転
車
禁
止
区

域
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
区
域
に
放
置
さ
れ
た

自
転
車
は
撤
去
し
、
放
置
自

転
車
移
送
所
に
運
び
ま
す
。

1
0月
1
日
か
ら
撤
去
し
た

自
転
車
の
返
還
時
間
を
延
長

し
ま
す
。
新
し
い
返
還
時
間

は
次
の
と
お
り
で
す
。

返
還
時
間
午
前
9
時
～
午
　

後
6
時
(
日
曜
、
祝
日
、

1
2
月
2
9
日
～
1
月
3
日
を
　

除
く
)

※
撤
去
後
2
ヵ
月
を
経
過
し

た
自
転
車
は
処
分
し
ま
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
撤
去
自
転
車
引
き
取
り
方

法
引
き
取
り
先

下
表
の
と
お

り
持
参
す
る
も
の

▽
自
転
車

の
カ
ギ

▽
印
か
ん

▽

身
分
を
証
明
で
き
る
も
の

(
身
分
証
明
一

、
学
生
証

、

運
転
免
許
証

、
保
険
証
な

ど
)

▽
撤
去
料
2

千

円
問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎

・
自
転
車
対
策
係

(
3
8
8
0
)
5
2
3
0

放置自 転車引き 取り先( 放置自転車移送先)

掲示
板

□
交
通
災
客
共
済
A
新
制

度
V
1
0月
1
日
ス
タ
ー
ト

交
通
災
害
共
済
は
区
民
の

皆
さ
ん
が
交
通
事
故
に
遭
っ

た
場
合
見
舞
金
を
支
給
す
る

制
度
で
す
。

▽
保
険
料
年
額
沺
円
、
千

円
、
2
千
円
の
3
コ
ー
ス

の
導
入

▽
見
舞
金
最
高

額
瞋
万
円

▽
交
通
遺
児

見
舞
金
の
新
設

な
ど
、
新
制
度
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
加
入

く
だ
さ
い
。

く
ゎ
し
く
は
、本
庁
舎
(
千

住
)
・
交
通
災
害
共
済

　

(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

へ
。

□
T
E
P
c
o

ぶ

れ
あ
ド

水
野
晴
碓
シ
ネ
マ
&

ト
ー

タ
日
時
1
0

月
1
7日
(
木
)
、
午

唆
6

時

場
所

産
業
振
興
館

内
容

水
野
晴
雄
の
講
演
会

と
映
画

「
ワ
ー
キ
ン
グ
ガ

ー
ル

」
の
上
映

定
員

ペ
ア
で
2
3
0組
(
抽
選
)

申
込
方
法
(

ガ
キ
に
2
人

の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
明
記

申
込
期
限
9

月
3
0日
消
印

有
効

申
込
・
問
合
せ
先

東
京
電

力
足
立
支
社
シ
ネ
マ
&
ト

ー
ク
係

〒
1
2
0千住
中
居

町
8
1
9

　
(
3
8
8
　
2
)
9
1
1

□
青
年
徳
行
者
の
推
せ
ん
を

例
年
に
な
ら
い
、
青
年
徳

行
者
の
表
彰
を
行
い
ま
す
。

団
体
、
個
人
を
問
わ
ず
ご

推
せ
ん
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

足
立
ロ
ー
タ
リ

ー
ク
ラ
ブ

　
(
3
6
3
　
3
)
8
7
4
3

□ NTT3914 局番の電晒が10月3 日( 木) 午前1 時から工事のため数分間不通になることがあります。<NTT 王子営業所 周番なしの　113( 無料) >
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福

祉

高
齢
者
世
帯
の
方
へ

家
賃
等
を

助
成
し
ま
す

民
間
の
質
貸
住
宅
に
住
ん
で

い
る
高
齢
者
世
帯
の
方
が
、
家

主
か
ら
転
居
を
求
め
ら
れ
る
な

ど
住
宅
に
困
っ
た
と
き
、
家
賃

等
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

家
質
の
助
成
が
受
け
ら
れ
る

の
は
、
取
り
簑
し
の
た
め
立
ち

退
き
を
求
め
ら
れ
て
い
る
世
帯

で
す
。

ま
た
、
住
環
境
の
悪
化
に
よ

る
転
居
な
ど
、
取
り
壊
し
以
外

の
場
合
で
も
、「
転
居
一
時
金
」

等
の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

対
象
(
次
の
要
件
を
す
べ
て
満

た
し
て
い
る
方
)

▽
6
5歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら

し
の
方
を
含
む
、
6
0
歳
以
上

の
方
だ
け
の
世
帯

▽
区
内
に
1

年
以
上
居
住
し

て
い
る

▽
生
活
保
護
を
受
け
て
い
な

い▽
所
得
が
基
準
額
(
表
2
)
　

の
範
囲
内
で
あ
る

▽
健
康
で
経
済
的
に
独
立
し

た
日
常
生
活
が
営
め
る

▽
立
ち
退
き
証
明
が
提
出
で

き
る
(
家
賃
助
成
の
方
の
み
)

助
成
額

▽
家
賃
・・・
転
居
前
と

転
居
後
の
差
額
(
助
虞
対
象

と
な
る
新
家
賃
の
限
度
額
5
　

万
1

千
円
)

▽
転
居
一
時

金
i

権
利
金
、
礼
金
、
仲
介

手
数
料
(
限
度
額
1
7万
8

千

円
)

▽
契
約
更
新
料
・
:
家

寅
助
成
等
を
受
け
て
い
る
方

が
次
回
契
約
更
新
時
に
か
か

る
費
用
(
限
度
額
1
0万
2

千

円
)

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
住
)
・

老
人
福
祉
係

表2 家 賃助成の所得基準額表

※ 2 人以上は原則として扶養人数が1 人
増堽ごとに35万円加算さ れます。

住
宅
改
造
費

の
助
成

高
齢
者
世
帯
の
住
宅
を
快
適

で
便
利
な
も
の
に
す
る
た
め
に

住
宅
改
造
費
の
助
成
を
行
い
ま

す
。
た
だ
し
。
所
樽
に
応
じ
費

用
の
負
担
が
あ
り
ま
す
。

対
象
者
6
5

歳
以
上
の
ひ
と
り

暮
ら
し
お
よ
び
、
夫
婦
の
み

の
世
帯
で
、
体
が
不
自
由
な

た
め
に
、入
浴
、排
せ
つ
、
調

理
、
移
動
な
ど
の
日
常
生
活

に
支
障
を
き
た
し
、
不
便
、

不
自
由
を
感
じ
て
い
る
方

助
成
項
目

浴
室
、
玄
関
、
台

所
、
ト
イ
レ
等

費
用
負
担
基
準

表
3
の
と
お

り
申
込
・
問
合
せ
先

各
福
祉
事

務
所
(
6
面
表
I
)

表3 費用負担基準

リ
ハ
ビ
リ

出
張
相
談

リ
(
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
関

す
る
専
門
相
談
を
行
い
ま
す
。

理
学
療
法
士
・
作
業
療
法
士

・
言
語
療
法
士
・
看
護
婦
・
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
等
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

日
時
1
0
月
9
日
(
水
)
、午
前
　

1
0
時
～
正
午

場
所

興
本
庄
区
セ
ン
タ
ー
S

用

無
料

申
込
方
法

電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先

西
部
障
害

福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

事
業
主
の
方
へ

職
親
募
集

区
で
は
、
仕
事
を
通
し
て
精

神
障
害
者
の
社
会
復
帰
を
援
助

し
て
く
だ
さ
る
事
務
所
(
職
親
)

を
探
し
て
い
ま
す
。

職
親
制
度
(

通
院
患
者
リ
(

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
)

は
、

精
神
障
害
者
を
訓
練
生
と
し
て

指
導
、
援
助
し
て
く
だ
さ
る
事

業
所
に
関
係
機
関
職
員
が
支
援

す
る
ほ
か
、
経
済
的
援
助
(

協

力
事
業
所
に
奨
励
金
と
し
て
1

日
2

千
円
、
訓
練
生
に
1

日
千

円
の
手
当
を
原
則
と
し
て
6

ヵ

月
、
最
長
3

年
間
支
給
)

を
行

う
も
の
で
す

。

お
電
話
く
だ
さ
れ
ば
職
員
が

説
明
に
う
か
が
い
ま
す

。

問
合
せ
先

足
立
作
業
訓
練
所

(
3
8
8
3
)
7
1
7
7

み
ど
り

苗
木
の

プ
レ
ゼ
ン
ト

水
と
緑
の
公
社
で
は
、
区
民

の
皆
さ
ん
に
苗
木
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。

日
時
・
場
所

表
4
の
と
お
り

苗
木
の
種
類

キ
ン
カ
ン

、(
　

ナ
ミ
ズ
キ
、
月
桂
樹

配

布
予
定
本

数

計
5

千
本

(
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は

抽
選
)

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号

、
希

望
の
樹
種
(
1

世
帯
1

本
)
、

希
望
配
布
会
場

、「
個
人
苗
木

配
布
希
望
」
と
明
記

表4 個人配布

豪配布時間いずれも正午～午後3時。

誕
生
・
新
築
に

記

念

樹

を

赤
ち
ゃ
ん
の
誕
生
、ま
た
は

、

新
築
の
記
念
に
苗
木
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
。

□
誕
生
記
念
樹

日
時
・
場
所

表
5
の
と
お
り

対
象

平
成
3

年
4
月
以
降
に

お
子
さ
ん
が
生
ま
れ

、
引
き

続
き
区
内
に
お
住
ま
い
の
方

苗
木
の
種
類

白
(

ナ
ミ
ズ

キ
、
紅
梅
、
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン

配
布
本
数
1

人
1
本

申
込
方
法

戸
籍
届
時
に
配
布

し
た
(

ガ
キ
に
住
所

、氏
名
、

電
話
番
号
、
子
供
の
名
前
、

生
年
月
日
、
希
望
の
樹
種
を

明
記

□
新
芻
紀
念
樹

日
時
・
場
所

表
5
の
と
お
り

対
象
2
0
0
㎡
以
上
の
敷
地
に
、

新
築
、
ま
た
は
増
改
築
を
し

て

、
緑
化
計
画
書
の
提
出
を

し
た
か
緑
化
指
導
を
受
け
ら

れ
た
方

苗
木
の
種
類

そ
め
い
よ
し
の

配
布
本
数
1

人
1
本

申
込
方
法

緑
化
係
で
郵
送
も

し
く
は
、
配
布
し
た
(
ガ
キ

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
I

い
ず
れ
も
I

申
込
期
限
1
0
月

‥日
必
着

申
込
・
問
合
せ
先

辯
水
と
緑

の
公
社
・
緑
化
推
進
課

〒
1
2
0
綾
瀬
2
-
3
0
-
6

一
3
8
3
8
)
8
1
2
6

表5 誕生・新築記念樹

※ 配布畤問いずれも午前10畤～正午

保
養
所

湯
河
原
あ
だ
ち
荘

1
2月
分
の

利
用
案
内

1
2月
分
の
利
用
申
し
込
み
は

下
表
の
と
お
り
で
す
。

(
ガ
キ
は
I
グ
ル
ー
プ
(
区

内
在
住
・
在
動
の
み
)
1
枚
に

か
ぎ
り
ま
す
。

重
複
申
し
込
み
や
、
期
限
を

過
ぎ
た
申
し
込
み
は
無
効
に
な

り
ま
す
。

な
お
、
一
人
で
の
宿
泊
は
で

き
ま
せ
ん
。

※
伊
豆
高
原
あ
だ
ち
荘
は
、
浴

場
の
改
修
工
事
の
た
め
1
2月
は

休
館
し
ま
す
。

お
し
ら
せ

区役所本庁舎
(千 住) 駐 車 場が

一時利用でき
なくなります

地
下
駐
車
場
が
、
清
掃
の
た

め
一
時
利
用
で
き
な
く
な
り
ま

す
。

日
時
9

月
2
8日
(
占

、午
前

9
時
～
午
後
1
時

寮
午
後
1
時
か
ら
は
平
常
ど
お

り
利
用
で
き
ま
す
。

問
合
せ
先

嬲
ま
ち
づ
く
り
公

杠
(
3
6
0
4
)
7
7
6
1

発

行

し

ま

す

区
民
葬
儀
利
用
券

区
で
は

、
軽
い
負
担
で
簡
素

な
葬
儀
を
望
む
方
に

、
区
民
葬

饑
利
用
券
を
発
行
し
て
い
ま

す

。
発
行
場
所

中
央
本
町
庁
舎
・

戸
籍
課
、も
し
く
は
本
庁
舎

(
千
住
)
・
千
住
区
民
事
務
所

申
込
方
法

死
亡
診
断
書
(

死

亡
届
)
、
ま
た
は
火
葬
許
可

書
を
提
示
し
て
、
葬
儀
券
を

受
け
、
区
民
葬
儀
取
り
扱
い

笑
者
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

し
費
用

葬
祭
具
、
霊
柩
(
れ
い

き
ゅ
う
)
車
、
火
葬
な
ど
の

ラ
ン
ク
に
よ
り
約
H
万
円
～

2
7万
円
の
範
囲
で
選
べ
ま
す

※
こ
の
ほ
か
諸
経
費
、
消
費
税

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

中
央
本
町

庁
舎
・
戸
籍
課

(
3
8
8
0
1
0
5
1

カ
ッ
パ
の
バ
ッ
ジ

発

売

中

販
売
価
格

単
品
2
0
0円
、

5
色
セ
ッ
ト
瞋
円

販
売
場
所

本
庁
舎
(
千

住
)
・
情
報
公
閲
課
お

よ
ぴ
中
央
本
町
庁
舎
・

情
報
公
開
課
分
室

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千

住
)
・
広
報
課

(
3
8
8
2
)
1
1
　

1
1
㈹

あ
っ
た
か
サ
ー
ビ
ス
の

協
力
会
員
募
集

あ
い
あ
い
公
社
で
は
、

地
域
の
方
々
の
協
力
に
よ

り
、
区
内
の
お
年
寄
り
な

ど
に
き
め
細
か
な
サ
ー
ビ

ス
を
有
料
で
提
供
し
て
い

ま
す
。

こ
れ
は
、「
ご
近
所
同
士

の
助
け
合
い
」
を
基
本
に

し
た
会
員
制
の
サ
ー
ビ
ス

制
度
で
す
。
協
力
を
し
て

い
た
だ
け
る
方
(
協
力
会

員
)
は
、
手
助
け
を
受
け

た
い
方
(
利
用
会
員
)
に

対
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
ま
す
。
公
社
は
利
用
会

員
か
ら
利
用
料
を
受
け
取

り
、
協
力
会
員
に
同
額
の

謝
礼
を
支
払
い
ま
す
(
表

1
)
。ま
た
、
将
来
の
た
め

に
サ
ー
ビ
ス
提
供
時
間
を

公
社
に
預
託
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す

。

こ
の
と
こ
ろ

、
利
用
会

員
が
大
き
く
増
え
、
ひ
と

り
で
も
多
く
の
協
力
会
貝

が
必
要
で
す

。公
社
で
は
、

よ
り
多
く
の
方
に
協
力
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
地
域

説
明
会
を
閲
催
し
ま
す

。

電
話
に
よ
る
問
い
合
わ
せ

も
受
け
付
け
て
い
ま
す

。

日
程
・
会
場

表
2
の
と

お
り

問
合
せ
先

あ
い
あ
い
公

社

　
(
3
8
5
6
)
0

表2 地域説明会日程・会楊 表1 サービ ス内容と利用料・謝礼
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生
涯
学
習
推
進
季
間
協
賛
事
業

第41 回足立区文化祭
文
化
・
芸
術
の
各
分
野
で
活

躍
し
て
い
る
皆
さ
ん
の
、
発
表

の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る

「
足
立
区
文
化
祭
」。

今
年
も
各
会
場
で
、
日
ご
ろ

の
成
果
が
披
露
さ
れ
ま
す
。
ぜ

ひ
、
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所

右
表
の
と
お
り

問
合
せ
先

本
庁
舎

♀
住
)
　

・
文
化
振
興
係

(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

東

京

足

立

少
年
少
女
合
唱
団

ホ
ー
ム
コ
ン
サ
ー
ト

イ
ン
ー
オ
ー
タ
ム

心
に
し
み
る
素
瞬
ら
し
い
歌

声
を
お
届
け
し
ま
す
。

日
時
1
0

月
6

日
(
日
)
、
午
後

2
時
開
演

場
所

竹
の
塚
セ
ン
タ
ー
大
ホ

ー
ル
(

入
場
無
料
)

演
奏
曲
日

小
さ
い
秋
見
つ
け

た

、
ま
っ
か
な
秋
、
歌
の
つ

ぱ
さ
に
、
夢
路
よ
り
ほ
か

問
合
せ
先

事
務
局
・
薬
師
神

(
3
8
5
2
)
3
2
3
2
　

(
午
後
7

時
以
降
)
、
本
庁
舎

(
千
住
)

・
文
化
振
興
係
　

　
(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

総合展覧会

あ
だ
ち
リ
バ
ー

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

水上バスに よる河川めぐり

「
東
京
水
辺
ラ
イ

ン
」
の
新
し
い
船
に

乗
っ
て

、
水
の
上
か

ら
足
立
区
を
見
て
み

ま
せ
ん
か
。

日
時
H
月
4
日
　

(
月
)
、午
前
1
0
時
　
～

午
後
2

時
3
0分

(
予
定
)

コ
ー
ス

千
住

♀

庄
曙
町
船
着
場
集

合
～
岩
淵
水
門
～
千
住
新
　

橋
～
東
京
港
～
千
住
(
解
散
)

対
象

観
光
協
会
会
員
お
よ
び

区
内
在
住
の
方

定
員
8
0

人
(
抽
選
)

費
用

▽
観
光
協
会
会
員
・・・
千

円

▽
会
員
以
外
・・・
千
5
0
0円

柬
当
日

、
現
地
で
支
払
っ
て
く

だ
さ
い
(

昼
食
付
)
。

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
希

望
者
全
貝
の
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
会
員
・

会
員
外
の
別
、「
リ
バ
ー
ウ
ォ

ッ
チ
ン
グ
希
望
」と
明
記
(
1
　

組
3
人
ま
で

、
子
供
も
1
人

と
し
て
数
え
ま
す
)

※
重
複
申
し
込
み
の
場
合
は

、

無
効
。
返
信
用
(
ガ
キ
の
表
に

も

、
代
表
者
の
住
所

。
氏
名
を

必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
1
0

月
4
日
消
印
有

効
抽
選
1
0

月
9
日
(
水
)
、午
前

1
0時

。
中
央
本
町
庁
舎
2
0
2会

議
室
で
公
開
抽
選

。
結
果
は

返
信
用
(

ガ
キ
で
通
知
し
ま

す
申
込
・
問
合
せ
先

足
立
区
観

光
協
会

〒
1
2
0中
央
末
町
1
　
-
1
7
1
1

中
央
本
町
庁
舎

・
商
工
振
興
課
内

(
3
8
8
0
)
5
1
9
1

情
報 コ ー ナ ー

水の写真コンクー ル作品 募集

足立区内で撮影した「水」の写真。
暮らしの中の身近な水との ふれあ
い、心にう'るおいを与える、水辺の
情景など、水の大切さを訴え、水へ
の親しみを増すような写真を募集し
ます。
応募資格 区内在住・在動・在学で
アマチュアの方
応募規格C>3 年以内に皿影した自
作未発表作品 じ>カラープリント
サービスサイズから四ツ切りまで
※ 作品は原則とし て返却しません。
また、入賞作品はネガを提出し てい
ただきます。

応募要領 「応剪票」に所要事項を
記入のうえ、作品の裏にのりづけ
して直接持参または郵送
※ 応募票は、区の主な施設と応募先
にあります。
応募先 水と緑の公社または区内写
真材料商業協同組合加盟写真辺

表彰 推せん1 点、特選2 点、入選
5 点、佳作10点

※ 5 募者全員に記念品を 進呈し ま
す。
応募期限11 月30日
問合せ先 水と緑 の公社 〒120綾
?頼2 ―30―6 　3838―8126

秋の施設見学会

秋の一日、区内の公共施設を バ
スで巡つてみませんか。一
日時10月17・18日、午前9時～　
午後4 時( 予定)
見学施設 東京武道館、郷土博物
館、花畑記念庭園、足立清掃工
場、西部障害福祉総合センター
詞象18 歳以上の健康な又匣
定員 各日とも30人( 抽選)
費用 無料( 昼食は各自で持参)
申込方法 往復ハガキに庄所、氏
名、年齢、電話番号、見学希望 日
および「施設見学会希望」と明記
( 1 人1 通に限る)

申込期限10 月4 日消印有効
※ 集合・解散場所は、本庁 舎( 千
住) 前です。
申込・問合せ先 本庁舎( 千住)・
広報課 〒120 千住1 ―4 ―18　

3882―1111㈹

グラフあ だちNo. 24

荒川を特 集/ 無料

配布場所 各区民事務所、情報公
開課、広報課

問合せ先 本庁舎( 千住) ・広報課
3882―1111きり青 年センタ ーの催し

アウト ドアくらぶ
秋の野外料理 スペシャル
く ん製を楽しむ

作って楽しい、食べておいしいく
ん製にチャレンジです。
日時>10月17・31日、11月7日…　
午I裔7時～9時Oi l 月17日( 日) 　
・・・午前10£r～午後4時( 全4回)
定員30 人( 先着順)
費用3000 円( 材料費)
申込方法 電話予約

ド ラ イフラワー講座

電子レンジを使い、シリカゲル{ 乾
鰻剤} の熱処理によって、ド ライフ
ラワーを作ってみましょう。
日時10月9・23日、11月6・20日　
( 全4回) 、いずれも午後7時～9　
時

対象 高校生以上の男女30人( 先芻
順)
費用8000 円
講師 ヤスダヨリコ氏
申込方法 電話予約

子育てくらぶ
「親子工作で遊ほう 」

日時10月3日( 木) 。午前1〔l 縟～正　
午
定員2～3歳児のお母さん40組　　
(先髓頽)

費 用XXFI ( 材 科費)
申 込7M 賽9 月25HQK) 、午 前9 時
から 電 話予約

子育 て サ ロ ン

保筱 セン タ ー と鹿浜 セ ンタ ーを 会
揚 とし て 、子 育 てにつ い て、 仲 間と
自 由 に話し た り 、学 び合 った りし ま
す 。
日時t >保獵センター… 10月4・11　
・18B0金曜日) じ>鹿浜センタ　

ー… 10月8・15・22日( 火廟日) 　
いずれも午前1( l 埒～正午

XI 回だ けで も 受け 付け ま す。また 、
子供 の同 伴も 司 。
定員 各 日 とも30 人( 先 着 順)

費用 無 窰1
申 込 方法 電話 予約

映像 で 見る 世 界( 第6 回)
人 権を 守 る

世 界 人&I こ'言 は。19 韶年 に匯 連 総

会で 採 択さ れ ました 。 人櫃 を守 る 取
り 組みを と も4こ考え ま す。
日時10月9日( 水) 、午後7時～8　
時30 分

内容アムネスティインターナショ　
ナル作品{ビデオ} ( 1) t t 界人権　
宣言アニメ( 2) 自由への願い( 3) 　
希 望 色 の絵

黌 用 無輿
申 込こ方法 当 日罸↑ 11き15- 。

い ず れ も

場所・申 込・問合 せ 先 青年 セ ンタ ー
3R90- 0{ X51

16ミリ映写機操作
再 講 習 会
映写機操作技術の向上、復習し
たい方のための講習を行います。
日時10月5日( 土) 、午後3時～　
8 時( この間の都合のよい時間)

場所 青年センター
対象16 ミリ修了証所持者
受講方法 修了証を持参のうえ、
当日直接会場へ
問合せ先 中央図書館

3840―4646

区民の日 プラネタリウム
特 別 投 映 会

いつ かきっと

E. T. との出合いを信じて

E. T. とば 地球外知的生命体。
のことです。今、世界各国で宇宙
人との通信を求めて、いろいろな
観測や実験が行われています。い
つの日にか、宇宙人と交流できる
ことを信じて………
日時10 月1 日( 火)、午後1 時30　
分、3 時 の2 回

定員172 人( 各回先着順)
費用 無料
場所・問合せ先 教育センター

3850―8801

郷 土博 物 館 企 画 展
黄 金 バ ッ ト の 時 代 街頭紙芝居の人々
昭和時代前半、子裝たちに大きな
影響力を持った「街頭紙芝居」。区内
の作家、説明者を紹介しながら、様
々な紙芝居を展示します。
会期10月1日～12月15日( 月曜休　
館、祝日の場合は翌日)

入館料[ > 一般… 200円[ > 小 ・中
学生‥・10〔〕円

紙芝居実演 毎週日曜日、午後1 時
と3 時から、館中庭にて( 無料)

場所・問合せ先 郷土博物館
3620―9393

□ 映画鑑賞会「桃の花の咲く下で」
企固展 「黄金バットの時代」の開
催に伴い、紙芝居屋の女性の生き様
を描いた映固「桃の花の咲く下で」
を上映します。
日時10 月10日( 木) 、午後2 時から
定員100 人( 先着順)
費用 無料
申 込方法 電話予約
場所・申込・問合せ先 郷土博物館

03620 ―9393
RECYCLEPAPER
一森林資源を大切にー

Se. N. I . S. 240, 000


